


    悩み

     術後すぐは精神的に落ち着いていたが、抗がん剤治療などをし、手術は失敗だったのではないだろうかなどと悩んだ。 


    助言

    
              【がんの治療】




  
  がんの治療法は、大きく分けて、局所療法と全身療法があります。手術は、がんの部分を取り除く治療で、局所療法になります。一方、薬物療法は主として、全身療法になります。薬物療法では、抗がん剤などを注射したり内服することで、全身に行き渡らせて治療します（一部局所的に使う場合もあります）。
抗がん剤治療の目的は、がんの状況によって異なります。
○がんを治すことをめざす
○がんの進行を抑えたり、がんを縮小させることをめざす
○体の他の場所に転移しているかもしれないがん細胞を殺す
○がんによって起こる症状をやわらげる
また、抗がん剤の種類は複数あり、治療の効果をより高めたり、体の負担や影響を少なくするために、組み合わせて使うこともあります。


  




              【今後の治療方針について担当医に確認してみましょう】




  
  現在、治療はどういう方針で行われているのでしょうか。1度、担当医に確認してみましょう。こういう気持ちがつらくなっているときは特に、1人では聞かず、ご家族や親しい人に同席してもらいましょう。また、今、治療の副作用はどうでしょうか。どういう副作用があってつらいのか、それを少しでも軽くする方法はないのかも合わせて確認してみてください。からだがつらいと、こころもマイナスの方向になりがちです。副作用を和らげる方法があるかもしれません。副作用に関して、あるいはその他の症状に関して、担当医に診察時伝えているようでも、うまくお互いがその状況を理解できていない場合もあります。担当医にあらかじめ時間をとってもらい、今後の治療方針や、今のつらさ、確認したいことを整理して確認し、相談してみましょう。


  




              【こころの中のつらい部分のガス抜きをすることも大切です】




  
  最初は“がんばって治療を受けていこう”と思っていても、副作用などの体のつらさを伴う治療を長い間受けていると、体のつらさだけではなくこころも疲れてきて、うまく体とこころのバランスがとれなくなることがあります。そして、こころのつらさは、少しずつたまってきます。
こころのつらさをやわらげるためにも、時々たまってきたつらさを外に出してあげる必要があります。こころの中のつらい部分のガス抜きをすれば、きっとこころの負担が軽くなります。
こころのガス抜きは、つらいと感じていることを、言葉にして出してみることです。ご家族や何でも話せる友人、同病者、あるいは看護師、相談室の相談員などに、ご自分の気持ちを話してみましょう。人に聴いてもらうことで気持ちが少し楽になると思います。
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